浮舟と東国についての一考察ー『源氏物語』最後の女主人公浮舟に付着する東国ー by 足立 雍子
Ukifune takes a part as the last heroine in The Tale of Genji, who was bred in the
country side, the eastern land called as “Tougoku”. She appeares suddenly into the story
as a Cinderella but she is neglected from the noble society because of her difference of
social standing. At the time the “Tougoku” was regarded as a countryside but also meant
the third strange land by the court society.
This study offers the subject why the author Murasakishikibu intended that the last
heroine came from the countryside which has many mythological elements and natural











































































































































































































































































































































































































































































東屋の 真屋のあまりの その雨そそき 我たち濡れぬ 殿戸開かせ


























































































































衣手 常陸の国の 二並ぶ 筑波の山を 見まく欲り 君来ませりと 暑けく
に 汗かきなけ 木の根取り うそぶき登り 峰の上を 君に見すれば 男神
も 許したまひ 女神も ちはひたまひて 時となく 雲居雨降る 筑波嶺を
浮舟と東国についての一考察
― ―２０７
さやに 照らして いふかりし 国のまほらを つばらかに しめしたまへば
嬉しみと 紐の緒解きて 家のごと 解けてそ遊ぶ うちなびく 春見ましゆ







鷲の住む 筑波の山の 裳羽服津の その津の上に 率ひて 娘子 壮士の
行き集ひ かがふ歌に 人妻に 我の交はらむ 我が妻に 人も言問へ こ



















































筑波嶺に 逢はむと 言ひし子は 誰が言聞けばか 嶺逢はずけむ






















霰ふり 鹿島の神を祈りつつ 皇御軍に 我は来にしを
（万葉集 4370）
防人として遠く九州へ旅たつ常陸人の歌である。当時は東国から九州警護の為に徴兵されたが、
東国人が多かった。それは古来より東国人が武力に優れ、また東国に鎮座する神が武力と知恵で
国譲り神話に貢献したことに起因するとも考えられる。上記の歌は防人として出立する日に常陸
の鹿島神宮に参拝して詠んだ歌である。防人が遠くへ旅立つことを鹿島立ちと行った。ここで鹿
島神宮について調べていくうちに興味ある事柄に出会った。
鹿島神宮の祭神は武甕槌神（タケミカヅチノカミ）である。日本書紀では武甕槌神と、古事記
では建御雷神と表記される。天孫降臨に際して出雲の伊那佐の浜に降りて大国主神に国譲りを迫
った神である。又国譲りの時に国土を平定して横刀を高倉下のもとに降ろし神武天皇を助けてい
る。建は紀にあるように、勇猛な様を示し御は厳の意で雷の字義と合わせて一般に勇猛な雷の男
神としてとらえられている。一方別名で刀剣の神格化と見る向きもあり、これは鹿島神宮のご神
体が 霊剣（ふつのみたまのつるぎ）で全長271センチの直刀であったころからも窺える。又鹿
島神宮の神官は中臣氏の祭神ということからこれら神話の伝承には中臣氏が関わっていることも
分かる。
「恐し、仕え奉らむ。然れども此の道には、僕が子、建御雷神を遣はすべし」
とまをして 乃貢進りき。爾に天鳥船神を建御雷神に副へて遣はしたまひき。
是を以ちて此の二はしらの神、出雲国の伊那佐の小浜に降り到りて、十掬剣を
抜きて逆に浪の穂に刺し立て、其の剣の前に趺み坐して、其の大国主神に問ひ
て、
（古事記 祝詞121）
「己が夢に、天照大神、高木神、二柱の神の命以ちて、建御雷神を召びて詔り
たまひけらく『葦原中国はいたくさやぎてありなり。我が御子等不平み坐す良
志。其の葦原中国は専ら汝が言向けし国なり。故、汝建御雷神降るべし。』と
のたまひき。爾に答へ曰ししく、『僕は降らずとも、専ら其の国を平けし横刀
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有れば、是の刀を降すべし。
（古事記 祝詞 153）
武甕槌神、または建御雷神は日本神話において国譲りの際に大国主神と交渉し断行している。
又神武天皇の熊野平定にも大刀を降らし貢献している。その神を祭るのが鹿島神宮であり、出雲
大社である。すなわち天孫降臨に大きく寄与したのが関東の地、常陸であった。従って武力と交
渉力で国家統一の一任を担った神が鹿島に鎮座したのは二千年以上前のことであった。そして崇
神天皇の御代に中臣神聞勝命が奉幣して鹿島に居住したのが鹿島の中臣氏のはじめであると鹿島
神宮元宮司の書に記されている。鹿島神宮の祭神は武甕槌神、建御雷神である。香取神宮の祭神
は経津主命である。実は日本書紀では出雲派遣の際、主神は経津主命となっている。従ってどち
らが主神かまたは同一の神かとも考えられるが、いずれにしても関東の地で鹿島神宮と香取神宮
が僅か数キロしか離れない位置に鎮座している事実は着目に値する。葦原中国を平定し、神武天
皇の熊野平定を刀を持って補佐したのが鹿島神宮の主神なのである。『延喜式』神名帳には天地
地祇全て三千一百卅二座のうち神宮号を持つ神社は、伊勢神宮をのぞいては鹿島と香取の二社以
外にない。
但し現代では熱田神宮、明治神宮、橿原神宮、宮崎神宮、鵜戸神宮、気比神宮、平安神宮、白
峯神宮、吉野神宮、石上神宮、近江神宮、赤間神宮、宇佐神宮、鹿児島神宮、霧島神宮、北海道
神宮、水無瀬神宮と十数社が神宮号を持っている。
さて、この白鳳、奈良、平安時代は宮中からの奉幣があった。其の位格式を誇った鹿島神宮参
拝は関東に住む我々には日常のことであるが、筆者は鹿島神宮の神境に鎌足神社が存在している
ことを知り、興味をそそられた。そこは藤原鎌足の生誕の地と言われているそうだ。その地は当
時は海（霞ヶ浦の北浦）に面していたらしい。藤原鎌足の幼名は中臣鎌子であった。中臣とは神
と人との中をとりもつという意味であり崇神天皇の御代に中臣神聞勝命が奉幣して鹿島に居住し
たのが中臣氏の初めと言われる。中臣御食子の妻が臨月となり海辺の産屋に移って鎌子を出産し
た。産屋は忌日が明けると燃やして海に流す。鎌子は聡明な子供だったようで御食子はこの子を
当時の都飛鳥へと上らせたのであった。それが「鹿島立ち」と鎌足神社にも記されていた。世は
蘇我氏の天下である。横暴な政治を改革すべく、後の天智天皇と組んで蘇我入鹿を討った。そし
て大化改新を成し得た。蘇我氏が滅び孝徳天皇の御代になり、難波の宮に遷都し大化の元号が建
てられた。皇族執政として鎌子は最高位いついたが、ついに病を得てしまう。鎌足は病床でその
朝廷への貢献により大織冠を授けられて内大臣に任じられるとともに中臣鎌足から藤原鎌足と藤
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原の姓を賜るのである。すなわち藤原氏の祖となるのである。但し藤原の姓は鎌足の出生地に因
んでつけられたと言う説もあるが、定かではないが。『常陸風土記』孝徳天皇の御代に鹿島神宮
へ神戸五十戸を加えたとある。鎌足が蘇我氏を誅するに当たって祈願を込めたと言われている。
そして藤原氏一族の繁栄が始まるのであるが、鎌足の子藤原不比等が右大臣になり、又それに続
き武智麿、そして孫の永手が左大臣になった翌年神護景雲元年には、鹿島神宮から奈良の春日大
社に分霊したのであった。春日大社は奈良に都が移った頃は三笠山の頂上に祭られたが、後に現
在の位置に移ったと言われている。春日祭り、京都の葵祭り、石清水祭りとともに日本の三大勅
祭である。奈良公園に遊ぶ鹿は春日大社の神鹿であり、春日造りの社殿は平安時代の優美な姿で
2800もの灯篭は圧巻である。この春日大社の第一殿には鹿島神宮のご神体と同様、武甕槌命が
祀られている。そして第二殿には香取神宮のご神体とやはり同様経津主命、第三殿には枚岡神社
の祭神、天児屋根命、第四殿には比売神を祀っているのである。鎌足は鎌子の時代から邸内に鹿
島神宮への遥拝所を建てていたと言われる。
鎌足のおとど、むまれ給へるは、常陸国なれば、かしこのかしまといふところ
に氏の御神をすましめたてまつり給ひて、その御代より、いまにいたるまで、
あたらしき御門、后、大臣たち給ふをりは、みてぐらづかひ、かならずたつ。
かど、ならにおはしまししときは、かしことほしとて、大和国みかさ山にふる
奉りて、春日神となづけたてまつりて、いまに藤氏の御氏神にて、おほやけ、
をとこ女づかひたてさせ給ひ后宮、その氏の大臣公卿みな此明神につかうまつ
り給ひて、二月十一日上日御まつりにてなん、さまざまのつかひたちののしる。
（大鏡 348）
鹿島神宮からの分霊は神鹿の背に揺られてゆっくりと都に上ったのであった。春日曼荼羅には
鹿の背に神影が書かれている。又鹿の背には榊、神鏡が掛けられている。このように鹿島神宮の
ご神体が奈良の春日神社へと又更に京都西京区にある大原野神社に分祀され、その神前にも鹿の
石像が鎮座している。この大原野神社は藤原北家の祖藤原冬嗣が春日大社を分祀したものである。
又吉田神社も春日の分祀社として平安京の人々の信仰の対象となった。勿論、二社とも武甕御神
を祀っている。
天皇が大命に坐せ、恐き鹿嶋に坐す建御駕豆智命、香取に坐す伊波比主命、枚
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岡に坐す天之子八根命、比売神、四柱の皇神等の広前に白さく、
（延喜式 春日祭 祝詞）
奈良の地にある春日祭りでの祝詞では武甕槌神が常陸国鹿島から勧請されたことを伸べている。
藤原北家はこれから式部の時代まで繁栄を続けていくことになる。藤原氏全盛の時代が続く。鹿
島神宮のご神体は皇城鎮護の神となったのである。ここに鹿島神宮がいかに遠い東国の果てに祀
られても、その神威が歴代の帝の御代に深く刻まれてきたかを語っている。これは東国人の霊威
が都人には恐れと尊敬の念、畏怖すべき存在でもあったことを示す。後一条天皇の中宮、藤原威
子奉納の白玉が現在当社の宝物殿に納められている。藤原道長の娘の威子の東国信仰、祖先崇拝
を伺い知ることができる。又神功皇后の腹帯と伝えられる帯が残されている。一月十四日に常陸
帯神事が行われる。祭礼の時を男女が布帯に意中の人の名を書いて神前に供え、神官が結び合わ
せて分けるのを受けて縁結びを占った。現在は若い男女の恋占いになっている。神事が男女の縁
結びというのもこの常陸の地であればこそ頷けるのである。『源氏物語』にも一例ある。
この中将は、なほ思ひそめし心たえず、憂くもつらくも思ひつつ、左大臣の御
女を得たれど、をさをさ心もとめず、道のはてなる常陸帯の、と、手習にも言
ぐさにもするはいかに思ふやうのあるにかありけむ。
（ 100）
蔵人の少将は中将に昇進、竹河左大臣の御娘を得るが、なお大君を忘れず、恋う場面、「あづ
まぢの道のはてなるひたちおびのかごとばかりもあひみてしかな」（六帖 34206）を引く。
9．おわりに
『源氏物語』最後の女主人公として登場する浮舟は、今までの女主人公とは違い王孫では有り
ながらも、父親からは認知されずに母親の保護のもと都から遠い東国で成長した。その後、都で
二人の貴公子の狭間で苦悩し、死を決意するがそれもままならず生かされてしまう。死さえ望む
ことが出来なかった浮舟にとっては死にながら生きる出家生活を選ぶしか道はない。
横川の僧都に必死に頼み出家の願いを果たすものの、小野での出家生活も浮舟にとっては安住
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の地ではなかった。尼姿になった浮舟にはその後、中将から求婚されたり、また薫からの消息に
驚いた横川の僧都からも還俗を勧められる。出家を果たしたとは言え世間はまだ浮舟を現実社会
へと引き戻そうとする。浮舟にとっては自ら選らんだ出家であったが、試練はこれからも続く。
そのような折、尼姿になった浮舟の元へ薫の文を持って浮舟の弟小君が現れる。さすがの浮舟も
弟、そして母親を思いほろほろと泣くのである。妹尼は小君に対面するように勧めるが、浮舟は
躊躇する。
「その後、とざまかうざみに思うひつづくれど、さらにはかばかしくもおぼえ
ぬに、ただ一人ものしたまひし人の、いかで、とおろかならず思ひためりしを、
まだや世におはすらんと、そればかりなむ心に離れず悲しきをりをりはべるに、
今日見れば、この童の顔は小さくて見し心地するにもいと忍びがたけれど、今
さらに、かかる人にもありとは知らでやみなむんと思ひはべる。かの人もし世
にものしたまはば、それ一人なむ対面せまほしく思ひはべる。この僧都ののた
またへる人などには、さらに知られたてまつらじとこそ思ひはべれ。かまへて、
ひが事なりける、として、もて隠したまへ」
（ 375）
救われた後のことを思い出そうとするが、はっきりと自分の過去を思い出すことが出来ない、
このままこの小野の山荘で尼として生きて行きたい、今弟を見ると幼いころの事を思い出すが、
ただお元気なら母親にだけには会いたいと鮮やかに思うのであった。しかし薫だけには決して会
いたくない「この僧都ののたまへる人などには、さらに知られたてまつらじとこそ思ひはべれ。」
と浮舟としては珍しくはっきりと固い拒否の姿勢を示す。薫からの文を見ようとしない浮舟に対
して妹尼も困り、浮舟の前に広げて見せるのであった。
さらに聞こえむかたなく、さまざまに罪重き御心をば、僧都に思ひゆるしきこ
えて、いまは、いかで、あさましかりし世の夢語りをだに、と急がるる心の、
我ながらもどかしきになむ。まして、人目はいかに。
（ 377）
「あれこれとあなたの罪の深さは僧都に免じて目をつぶることにして、今となっては呆れるほ
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どのひどい事も夢語りとしてお話を聞きたいと、急かれるのが私自身ももどかしいのです。まし
て世間の人はどのように非難し、思う事か。」と、薫からは浮舟の現在の心境とは遥か次元の違
う手紙の内容であった。薫にとってまず浮舟を非難する事から始まる。その罪を僧都に免じて許
してやろうとは高所からの発言である。浮舟は罪を認め穏やかな出家生活に入る事も還俗して薫
と復縁することももはや望むべくもないことである。薫が中君から浮舟の存在を知った時夢語り
と思ったが、ここでも同様に夢語りと述べられている。浮舟は薫にとっては所詮高みから見る存
在の女であり、出家するしか道のなかった浮舟とはもはや次元が違う世界に生きていると言える。
薫はそもそも出生の不安から道心を求めて宇治にすむ俗聖と言われた八の宮を慕って通い始めた
のであった。しかし薫の道心はここで行き止まってしまう。道心を求めながら、大君を慕い、そ
の後は更にゆかりとして中君に迫り、そしてその愛執を断ち切る事のできないまま人形（ひとか
た）として浮舟を宇治に据えた。しかし薫の浮舟に対しての処遇は大君の形代以下であった。
なまわかむどほりなどいふべき筋にやありけん。ここにも、もとよりわざと思
ひしことにもはべらず。ものはかなくて見つけそめてははべりしかど、また、
いとかくまで落ちあふるべき際とは思ひたまへざりしを。」
（ 364）
横川の僧都を訪ねて浮舟の所在を聞くところである。今を時めく権大納言兼大将の薫がわざわ
ざ比叡山の横川まで登り、一人の女の所在を聞くことなど有り得ないことである。そこで薫は浮
舟をなまわかむどほりの筋と言って話し出す。わかむどほりとは皇族の系統をいうが、故八の宮
の血を引くから皇統ではある。しかし母親が召人であるために薫は朧化して話す。ふとした事で
逢った女であり、また重々しく扱う女ではないのだがと、薫は極めて慎重に話し出すのである。
しかしもともとその程度の女なら薫自身がわざわざ横川まで赴く必要もないのである。薫の言葉
と行動は大きく乖離している。しかしその事には気付かず、薫は最上級の貴族の身分意識からし
か浮舟を見ることができず、その後もその意識は変わる事はなかった。薫は大きな自己矛盾を抱
えてこれからも都社会で生きていくのであろう。匂宮にしても浮舟失踪後は暫く病に罹ったが、
それは一過性の情事で終わる。
最後に浮舟より返事のないまま薫の元へ帰参する小君を見て、「こんなことなら使いなど出さ
なければ良かった。世間に自分と浮舟との関係が漏れてしまうではないか。浮舟から返事がない
のはきっと誰か他の男が据えたのであろう。」と思って、というところで長い『源氏物語』は本
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を閉じる。
さて今後浮舟はどのように生きてゆくのであろうか。色々と想像するところであるが、その問
いを作者は我々読者に投げかけ擱筆した。愛から信仰への道はどのように開けるのであろうか。
ましてこのように若く先の長い浮舟の運命を思うと簡単に出家生活を過ごせるとは思えない。一
時でも出家は功徳になると横川の僧都が浮舟に還俗を勧めた。僧都の暖かい人間性を見る事がで
きる。恐らく僧都の後見のもと信仰生活を送る事ができると思いたい。
それにしても都人であり中央の最高官僚である薫と当代の第三皇子である匂宮との意識のずれ
は明らかにされた。東国育ち、教養もなく、自我の発露も乏しい浮舟であったが、ここでは自ら
の意思を通し、自己を見つめる目を持った女性として語られている。おおらかで広大で豊かな東
国の磁場は浮舟のようにか弱く頼りなく儚げな女性が、同時にしたたかな意思の強さをもってい
ることを言い表している。それは東国人の強さとおおらかさである。出家を果たしても母の中将
の君には会いたいと浮舟が思うところは結局浮舟の身の程は母の身の程、召人と同等なのであろ
う。都の上級貴族の人間関係の中で翻弄されながら、結局浮舟の行き着くところは母の処になる
のである。
これは東国が神話の時代から帰結する処として信仰され、伝承を産んできたところと重なって
くるのである。作者の時代、全政権を独占する藤原北家、九条家の祖は遠い東国であった。常陸
国に鎮座する鹿島神宮神官の中臣御食子の子が都で天智天皇と大化改新を決行し皇族執政を布き、
臣下として最高位の大織冠を授けられた。それから藤原氏は栄え、式部の時代まで約350年間政
権を独占してきた。式部はそもそもこの長い『源氏物語』の時代背景として親政が程良く施かれ
た延喜天暦の時代を考証としている。そこには藤原氏の摂関体制を批判し祖先の成し得た原義に
立ち返ろうという意思が見られる。平安時代となり、国に争いごとはなくなったが陰謀や策略の
渦巻く宮廷社会にあって、ほんの一部の貴族にしか与えられない特権を目の当たりにした時、そ
の貴族たちの現実生活と心理生活の格差を知った。そして作者は元々自分達の祖先が持っていた
皇統を補佐し、荒ぶる神々の世界を交渉し、話し合いで国譲りを行った神武甕槌神を脳裏に描い
たことであろう。その神をご神体とし祀っているのが常陸国鹿島神宮であり、藤原氏の祖はその
神官であった。つまり中臣は神と人とをつなぐ役職である。浮舟は宇治川辺りで失踪して、その
後前後不覚に陥ったがそこで禊を行い、結果的にはその後の試練に耐えたと言える。此岸から彼
岸まで至るかは浮舟に課せられた題である。かつて紫の上は出家を望んだが源氏より認められな
かった。六条御息所は出家しても後年まで中空を跳梁していた。女三宮は薫の父である柏木との
不義の結果、出家を果たしたが、それも六条御息所の物の怪が原因であった。若くして出家した
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薫の母親女三宮の苦渋さは語られず、その課題は浮舟が引き継いで行くことになる。浮舟はこれ
からの信仰生活をどのように送るのか、それにはしたたかな忍耐と意思の強さが求められる。や
はり東国育ちの浮舟に課せられた役目だったのであろう。作者がなぜ東国育ちの浮舟を最後の女
主人公として据えたかが理解できるのである。
『源氏物語』五四帖最後の女主人公、浮舟が東国出身であること、また出自の低いことなどは
都人の視点では負性として捉えられていた。しかし東国は古来より伝承された独特の風土や神話
の世界を持っていた。筑波山の男女の二神を祭る宮、又その山麓で春秋行われた素朴な男女の歌
の掛け合い、そして勇猛果敢な防人の武勇と悲哀さ、また国譲り神話で活躍した神々が坐す処、
神の下での男女の縁結びをト定をする常陸帯神事、更に常陸国より藤原氏の祖である鎌足が鹿島
を立って都へ向かったこと、国を憂いて改革を断行したことなど、作者が今を時めく藤原氏のル
ーツが東国であることのに思いを馳せる事は、浮舟が最後に母を回想することにも表わされてい
る。作者も浮舟もともに東国に回帰して行くのである。
それら東国の様々なイメージを浮舟はその背に負っていたのである。それは東国育ちが負性と
いうよりは物語をより深く重層させる為の付加価値であった。
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